































































































































が+2+1 3+2+1 3+2+1 1+5 3+3 























































































































3. 1. 2. 問題づくりから学び合う
麟の3人一組 (10グルーカ 4X口の問題を与
え，問題作りをしに九九なので9グループあればい
いのだが， 1グループだけ 3X4の問題作りをするよ
うにしt4想像以上に子どもたちは張り切ってつくる
ことができた。全問題文を4Xlから4X9の問題に
並べかえていった。すると，偶然 3X4の問題を作
るグループがかけ算ではない問題場面になっていた。
子どもたちは，何か違うと疑問をもちはじめ，話し合
いが進んでいった。その後 4X3ではないといわれ
たグループの問題を4X3の問題になるようにしよ
うと発問し考えた。問題文がよく似ているのに，「1つ
の」という言葉がないだけでひき算になることに気付
いた。正しい問題になおす活動を通して，改めて基準
量を確認することができた。
図3 3人座席でのグ）レープの様子
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図4 かけ算問題と違う問題場面
子どもたちは， 自分たちで作った問題に取り組めた
こで，より身近に感じることができたようで，夢中で
話し合う ことができた。その後のかけ算の問題場面に
する活動でも意欲的な姿が見られた。教師から課頓で
はなく自分の問題を解くことが意欲向上につながった
例となったと感じる。
4. 授業の考察
4. 1. 子どもの主体性を育む授業
教師 4Xlから 4X9までJI囮昏に並べよう。
数人 4Xlあった
（中略）
教師 よし，これで全部あったね
ゆうこ なんか，かけ算とちがうのがある。
数人 ほんまやある。
郷面 どういうこと？
ゆうこ だって，まほうのほうき4つあってまじょが3人でしょ。
何人すわれるって何かへん。
たかし 3人すわれるやん
九九の学習が楽しみだと言っていた子どもたち。そ
の多くは，計算を楽しみにしていた。授業を終えて子
どもたちは，計算以外にもきまりや不思議また，身
近にある九九を楽しむことが，少しであるができたよ
うに思える。しかしながら，もっと子どもたちの主体
性を伸ばせる単元構成ができたのではないかと反省す
ることばかりである。先ほど述べたような4の段の学
習が，単元の中で点のような扱いになってしまった。
単元を通して，授業構成していける力を教師が見に付
けていかないといけないことを痛切に感じた。
5 成果と課題
本年度は，算数好きの子どもは，いかにして育つの
かというテーマで研究を進めてきた。低学年にとって
新しい計算方法との出会いは，それだけで学習意欲を
高める。2年生においては， かけ算がいい例である。
どんな内容というよりは，九九が言えるや早く九九の
勉強がしたい。と非常に楽しみにしていた。また， 3 
学期に入ると，九九も覚え，きまり見つけの学習を楽
しむことができた。新しい学習方法との出会いという
子どもの興味関心を単元を通して持続することができ
た。研究目的でも述べてきたが，『九九が楽しい。』か
ら，『分かる ・できる。』 とつながったことが成果であ
る。
また，子どもたちの学習意欲が高まると感じた場面
は，他にもある。一つ目は，学習を進めていくうちに
きまりを見つけたときだ。子どもたちは目を輝かせて
それを伝えようとする。
次に，発見である。きまりと重なる部分もあるが，
その部分を除いて述べると，身近な生活で算数に関わ
ることを発見したときである。ともに，授業外に私の
ところまで駆け寄ってきて，きまりや発見を伝えてく
れる。
最後に知的好奇心をくすぐる課題である。子どもた
ちは， どうしてだろうと，休み時間にもホワイトボー
ドに向かう。先ほどと違い，自分でなんとかしたいと
いう思いから，教師のところよりまず，ホワイトボー
ドに向かう。
子どもたちの学習意欲を高める場面は，少しずつ明
らかになってきた。しかし，それらは，単元というよ
り一授業での関心 ・意欲となってしまっt=.a今後は，
単元を通していかに子どもの学習意欲を高められるか
を追求していきたい。できるのに，好きではないとい
う子どもたちを少しでも減らせるよう今後も研究を進
めていきたいと考える。
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